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船橋市地域リハビリテーション拠点事業一覧（実績）

リハビリ関係者向け講演会 第26回研究大会（web）
第27回研究大会（web）
第20回摂食栄養サポート勉強会（web）
第21回摂食栄養サポート勉強会（web）

11月7日
3月11日
9月25日
2月22日

リハビリ関係者向け研修会

第36回地区勉強会（web）
第37回地区勉強会（web）
第87・89回介護職勉強会（＠リハ病院）
第88回介護職勉強会（＠リハセンター）

6月19日
12月4日

9月7日、2月1日
10月6日

市民向け講演会 リハビリセンター講演会＠リハビリセンター
ふなばし健康まつり

9月28日
11月5日

市民向け研修会 まちづくり出前講座（7回） 6月15日、6月16日、
7月7日、7月27日、
10月26日、11月15日、
2月16日

研修講演会

普及啓発 パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行（vol.37．38．39．40）

ホームページ更新 随時更新

調査研究 東葛南部・千葉市介護サービス実態調査
船橋市回復期リハ病棟実態調査



第26回研究大会

千葉県における地域リハ体制の大元は、年に3回ほど千葉県が主
催し、関係団体が参加する「千葉県地域リハビリテーション協議
会」です。この協議会が全体を統括し、方針づけ、「千葉県リハ
ビリテーション支援センター」（千葉リハが受託）及び9つの二
次医療圏にある「地域リハビリテーション広域支援センター」が
計画のもと動いています。船橋がある東葛南部圏域は新八千代病
院にお願いしています。そして、県内約180の福祉施設と病院に
「ちば地域リハ・パートナー」となっていただき、広域支援セン
ターをサポートしています。
船橋市は「船橋在宅医療ひまわりネットワーク」等、関係団体

機関との連携が図られていて、特に医師会との連携が構築されて
います。船橋市リハビリセンターの活動及び地域リハ推進委員会
の活動で引き続き盛り上げていただきたいです。

2023年 11月7日（火）参加者107名 Web開催

千葉県における地域リハビリテーションの現状と方向性
船橋市への期待
講師 千葉県千葉リハビリテーションセンター

センター長 菊地尚久氏



第20回摂食栄養サポート勉強会

「食べること」に関わる６名の専門職の方に、それぞれの役割についてお話しいただいた。講師は
一様に、多職種で連携して患者さん・利用者さんを支援していく必要があると述べられていた。

2023年9月25日（月）web開催

参加者85名

「食べることに関わる多職種を知ろう」

2 言語聴覚士
船橋市立リハビリテーション病院

橋本美奈子氏

4 管理栄養士・栄養士
いけだ病院 下田久美氏

5 訪問介護
ひだまりの家ホームヘルプサービス
久保田惠子氏

6 看護師
船橋市立リハビリテーション病院

梅原啓子氏

1歯科医師
船橋市かざぐるま休日急患

・特殊歯科診療所
田代晴基氏

3薬剤師
日本調剤滝不動薬局

永井葉子氏



第36回地域リハビリテーション地区勉強会＠きららホール

事例は、80歳台女性。夫と二人暮らし。1年前に脳梗塞
で入院し、半年後の1月に退院。その1か月後に自宅で転
倒し、再入院してしまった。再入院を防ぐために何がで
きたか、また、今回の退院時にできる支援は何かを多職
種で話し合った。
要因と対策として挙げられたのは、「活動量の低下」、

「環境整備の不備」、「内服薬の調整」、「全身状態の
管理」、「情報共有」、「心理的影響、「栄養不足と
歯」などが挙げられた。
更なる入院を防ぐための対策として、上記対策の他に、

本人の気持ちの十分な把握と家庭内で役割が果たせるよ
うな提案、本人の趣味であるガーデニングができるよう
になるための評価とリハプログラムの実施、関係者（本
人・家族・入院スタッフ、在宅スタッフ）との情報共有
等が挙げられた。
久々の対面でのグループワークとなったが、初参加の

方も多く、参加された方からは、「多職種の方と積極的
な意見交換ができました」「久々の対面で楽しかったで
す」等嬉しいコメントがあった。

2023年 6月19日（月）参加者88名

「再入院を防ぐために 多職種の視点を知ろう！！
「転倒」による再入院のケースを考える



2023年12月4日 ＠きららホール

参加者87名「在宅生活に向けて、各職種の立場でどういう支援が考えられるのか
～キーパーソンの意思決定が難しいケースを考える～ 」

・医師を含めた多職種でひとつの事例を検討する
機会はなかなかないので、様々な食負の視点を
学ぶことが出来た。

・初めての参加でも取り組みやすく、発言もしやす
かった。

・退院時カンファレンスのテーマとして、支援者の
介護力が低い場合の対応をどうするか、活発な
グループワークができた。

・自分の立ち位置で何ができるかを考える良い機会
となった。

第37回地域リハビリテーション地区勉強会



介護職勉強会
第87回（9月7日）・89回（2月1日） ＠リハ病院
第88回（10月6日） ＠リハセンター

コロナ禍では、動画配信やZOOMを活用しての介護技術の伝達を
行っていたが、久々の対面で開催した。
5類に移行したものの、新型コロナの感染は継続しており、
感染対策の観点から、極力密にならない方法で開催した。

第88回第87回 第89回



出前講座 今年度は対面で実施

6月15日＠新高根公民館

6月16日＠船橋サンハイツ自治会館

7月7日＠芝山中央町会会館

7月21日＠コミュニティカフェアイリス

10月26日＠高根東町会館

11月15日 ＠高根台公民館



ふなばし健康まつり
11月5日 ＠船橋市運動公園

Inbodyは65名の方が実施



普及・啓発

パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行

ホームページ更新 随時更新

調査研究 東葛南部・千葉市介護サービス実態調査
船橋市回復期リハ病棟実態調査



2023.4 Vol.37 2023.7 Vol.38 2023.10 Vol.39 2024.1 Vol.40

刊行物


